
　

内
閣
府
が
景
気
の
現
状
把
握
の
た

め
に
毎
月
公
表
し
て
い
る
、
４
月
の

景
気
指
標
の
『
景
気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー

調
査
』
（
街
角
景
気
）
に
よ
る
と
、

「
景
気
は
中
東
情
勢
に
よ
る
マ
イ
ン

ド
面
の
下
押
し
を
中
心
に
、
こ
の
と

こ
ろ
持
ち
直
し
の
動
き
に
弱
さ
が
み

ら
れ
る
。
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
中

東
情
勢
に
よ
る
不
透
明
感
が
み
ら
れ

る
」
と
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

景
気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
の
見
解
が
、

い
つ
に
な
く
弱
気
の
感
じ
を
受
け
ま

す
。
も
っ
と
も
４
月
の
景
気
の
現
状

判
断
指
数(

Ｄ
Ｉ)

は
、
前
月
比
１
・

４
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
40
・
８
と
、
２

ヵ
月
連
続
の
低
下
で
、
落
ち
込
み
幅

は
前
月
よ
り
縮
小
し
て
い
ま
す
。

　

２
〜
３
ヵ
月
先
の
景
気
の
先
行
き

に
対
す
る
判
断
Ｄ
Ｉ
で
は
、
前
月
を

０
・
７
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
39
・
４

と
、
や
や
下
げ
止
ま
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、(

株)

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

か
ら
発
表
さ
れ
た
４
月
調
査
の
『
Ｔ

Ｄ
Ｂ
景
気
動
向
調
査(

全
国)

』
結
果

に
よ
る
と
、
４
月
の
景
気
Ｄ
Ｉ
は
、

前
月
比
１
・
４
ポ
イ
ン
ト
減
の
41
・

５
で
、
２
ヵ
月
連
続
で
悪
化
。

　

今
後
の
国
内
景
気
は
、
「
下
振
れ

リ
ス
ク
を
抱
え
な
が
ら
、
弱
含
み
で

推
移
す
る
と
み
ら
れ
る
」
と
捉
え
て

い
ま
す
。
や
は
り
、
中
東
情
勢
へ
の

警
戒
感
が
景
気
の
行
方
の
重
し
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
不
動
産
市
場

の
動
向
で
す
が
、
「
４
月
度

の
首
都
圏
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン

成
約
件
数
は
前
年
同
月
比

１
・
２
％
減
と
、
18
ヵ
月
ぶ

り
に
減
少
」(

東
日
本
レ
イ

ン
ズ)

し
た
も
の
の
、
「
成

約
価
格
は
前
年
同
月
比
プ
ラ

ス
５
・
４
と
18
ヵ
月
連
続
で

上
昇
」(

同)

し
、
「
３
月
の

首
都
圏
の
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン

１
戸
当
た
り
平
均
価
格
は
前

月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に

20
ヵ
月
連
続
で
上
昇
」（
ア
ッ
ト
ホ
ー 

ム)

し
て
い
ま
す
。

　

賃
貸
住
宅
の
家
賃
の
傾
向
で
す

が
、
不
動
産
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム(

株)

の
３
月
の
全
国

「
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
・

ア
パ
ー
ト
」
募
集
家
賃

動
向
に
よ
る
と
、
平
均

募
集
家
賃
は
、
マ
ン
シ

ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
と
も

に
、
全
13
エ
リ
ア
の
全

て
の
面
積
帯
で
前
年
同

月
を
上
回
り
ま
し
た
。

全
エ
リ
ア
・
全
面
積
帯

で
の
前
年
同
月
超
え
は

２
０
１
５
年
１
月
の
調

査
開
始
以
来
初
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

に
も
、(

株)

東
京
カ
ン

テ
イ
調
べ
の
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
が
賃
貸
さ
れ
る

４
月
の
募
集
賃
料
は
、

首
都
圏
の
平
均
賃
料
が

２
ヵ
月
ぶ
り
に
上
昇
し
、
直
近
１
年 

間
の
最
高
値
を
上
回
り
、
神
奈
川
県

も
上
昇
。
埼
玉
県
と
千
葉
県
は
い
ず

れ
も
５
ヵ
月
ぶ
り
に
下
落
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
市
場
の
好
調
を
受
け
て
、

今
年
の
春
の
繁
忙
期
は
傾
向
と
し
て
、

全
体
的
に
好
調
裡
に
契
約
が
進
ん
だ

一
方
、
平
坦
で
は
な
く
、
問
題
点
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
家
賃
の
相
場
上
昇

を
嫌
っ
て
部
屋
探
し
す
る
人
が
減
少

し
た
分
、
空
き
物
件
数
が
不
足
し
て

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
細
く
な
り
、
そ
れ
が

ま
た
賃
料
上
昇
の
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

　

人
気
の
新
築
が
減
少
傾
向
で
、
物

件
の
品
不
足
も
目
立
っ
た
こ
と
や
諸

物
価
の
高
騰
な
ど
が
相
ま
っ
て
、
家

賃
相
場
を
押
し
上
げ
た
印
象
を
強
く

し
ま
す
。

　

建
物
の
保
守
・
修
繕
に
欠
か
せ
な
い
建

設
資
材
の
価
格
と
製
品
の
手
当
て
の
動
向

が
、
中
東
情
勢
の
影
響
で
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

国
土
交
通
省
が
４
月
１
〜
５
日
に
行
っ

た
調
査
に
よ
る
と
、
４
月
の
全
国
に
お
け

る
主
要
建
設
資
材
の
需
給
動
向
は
、
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
、
鋼
材
、
木
材
な
ど
７
資
材

13
品
目
の
価
格
動
向
が
、
先
月
に
比
べ
て
、

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
骨
材
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
合
材
、
異
形
棒
鋼
、
Ｈ
形
鋼
、
石
油
は

「
や
や
上
昇
」
、
セ
メ
ン
ト
、
木
材
は

「
横
ば
い
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
需
給
動
向
で
は
、
全
て
の
調
査

対
象
資
材
に
お
い
て
「
均
衡
」
で
、
在
庫

状
況
は
全
て
の
調
査
対
象
資
材
に
お
い
て

「
普
通
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

３
月
１
〜
５
日
の
主
要
建
設
資
材
需
給
・

価
格
動
向
調
査
で
は
、
価
格
動
向
は
全
て

の
調
査
対
象
資
材
に
お
い
て
「
横
ば
い
」

で
、
需
給
動
向
が
全
て
の
調
査
対
象
資
材

に
お
い
て
「
均
衡
」
。
そ
し
て
、
在
庫
状

況
が
全
て
の
調
査
対
象
資
材
に
お
い
て

「
普
通
」
。

　

こ
の
よ
う
に
国
の
公
式
見
解
で
は
、
主

要
建
設
資
材
の
需
給
動
向
は
、
や
や
上

昇
・
横
ば
い
・
均
衡
・
普
通
と
い
っ
た
評

価
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

暗
号
資
産
を
悪
用
し
た
マ
ネ
ー
・
ロ
ー

ン
ダ
リ
ン
グ
（
資
金
洗
浄
）
対
策
と
し
て
、

国
土
交
通
省
は
、
「
宅
地
建
物
取
引
業
に

お
け
る
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び

テ
ロ
資
金
供
与
・
拡
散
金
融
対
策
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
改
訂
し
、
公
表
し

ま
し
た
。

　

不
動
産
取
り
引
き
は
金
額
が
大
き
く
、 

マ
ネ
ロ
ー
ン
に
悪
用
さ
れ
る
危
険
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
暗
号
資
産
を
用
い
た
不
動

産
取
引
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
具

体
的
な
留
意
事
項
と
対
応
策
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　

と
く
に
、
暗
号
資
産
は
国
境
を
越
え
て

瞬
時
に
移
転
が
行
わ
れ
る
性
質
を
有
す
る

こ
と
か
ら
、
無
登
録
の
暗
号
資
産
交
換
業

者
を
利
用
し
な
い
こ
と
や
、
マ
ネ
ロ
ー
ン

等
の
疑
い
が
あ
る
時
に
は
所
管
行
政
庁
へ

の
届
出
等
の
留
意
を
促
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　賃貸市場の活況を示すバロメーターの一つとし
て、賃貸住宅の新設傾向が取り上げられますが、
2025年度１年間の新設住宅着工によると、貸家の
新設着工戸数の合計は、前年度比13.5％減の30万
8,906戸で、１割以上落ち込み、2024年度の増加か
ら再びの減少。過去５年で１番低く、過去10年で
も２番目に低い実績となりました。
　改正建築物省エネ法・建築基準法の全面施行や
金利上昇、人件費、原材料価格を含む建築費の高
騰などが影響して、着工戸数の減少を招いたと見
られているものです。
　全国的に貸家の新設戸数を見れば、首都圏が前
年度比 4.5％減、中部圏が11.6％減、近畿圏が13.7 
％減、その他地域が23.6％減となっています。
　都道府県別で見れば１道 １都１府36県で前年度 
比減となっており、中でも 
青森、岩手、宮城、富山、 
滋賀、鳥取などが大きく落 
ち込み、逆に秋田、山梨、 
島根、高知の４県の増加が
目立っています。

埼玉県川口市東川口3-1-4
ＴＥＬ：048-290-3100

2025年度計の貸家の新設着工戸数
前年度比13.5％減､前年度の増加から再びの減少

　

賃
貸
住
宅
市
場
は
時
と
し
て
、
国
際
情
勢
に
大
き
く
影
響
さ
れ
ま
す
。
建
設
資

材
・
工
事
手
間
賃
の
高
騰
は
、
即
賃
貸
経
営
を
左
右
し
ま
す
。

主
要
建
設
資
材
の
需
給
動
向
は
ほ
ぼ
安
定

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
悪
用
の
危
険
性

政府の統計とは別に、建設資材・設備の現場サイ
ドでは、需給の圧迫感が強まっているようです

賃貸市場では募集家賃の上昇が見られますが、市場はシビアで人気
の好条件の物件が優先されています

　

景
気
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ず
に
、
入
居
者
の
生
活
を
支
え
、
一
定
の
安
定
を

見
せ
て
い
る
賃
貸
市
場
で
す
が
、
中
東
情
勢
が
賃
貸
市
場
に
も
影
響
を
投
げ
か

け
て
い
ま
す
。
年
初
来
の
繁
忙
期
を
終
え
た
賃
貸
市
場
の
概
況
と
と
も
に
、
市

場
を
取
り
巻
く
ト
ピ
ッ
ク
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

物
件
不
足
、諸
物
価
高
騰
な
ど
が
家
賃
相
場
を
押
し
上
げ
る

家
賃
の
相
場
上
昇
を
嫌
い

部
屋
を
探
す
人
が
減
少

主
要
建
設
資
材
の
需
給
動
向

全
て
の
調
査
対
象
資
材
に

お
い
て
均
衡

暗
号
資
産
不
動
産
取
引

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
対
策
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂

中
東
情
勢
の
不
透
明
感
が
景
気
の
行
方
に
影
響
を
投
げ
か
け
る

賃貸マーケット情報 賃貸市場を取り巻く市場動向



　

高
齢
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
へ
の

入
居
対
応
が
、
社
会
を
挙
げ
て
大
き

な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者

ニ
ー
ズ
の
増
加
に
と
も
な
い
入
居
者

募
集
の
現
場
で
は
、
こ
こ
数
年
「
高

齢
者
歓
迎
」
物
件
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
入
居
に
際
し
て
は
一
定

の
ハ
ー
ド
ル
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

賃
貸
住
宅
に
お
い
て
、
高
齢
者

の
入
居
の
取
り
扱

い
を
難
し
く
し
て

い
る
理
由
の
一
つ

に
、
自
然
死
を
含

む
死
亡
事
案
「
孤

独
死
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
２
０
２
１
年
に
公
表

さ
れ
た
、
「
宅
地
建
物
取
引
業
者
に

よ
る
人
の
死
の
告
知
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
の
広
が
り
か
ら
、
人
の

死
の
告
知
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
調
査
に
よ
る
と
、
高
齢
単
身

世
帯
の
住
居
の
多
く
を
借
家
、
つ
ま

り
賃
貸
住
宅
が
担
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
国
は
、
安
心
し
て
賃
貸
住

宅
に
居
住
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対

す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関

す
る
法
整
備
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
政
策
推
進
の
一
環
と
し

て
、
高
齢
者
入
居
の
促
進
を
図
り
、

リ
ス
ク
回
避
を
図
る
た
め
に
、
「
孤

独
死
保
険
」
の
運
用
に
関
心
が
集
ま

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

賃
貸
住
宅
の
孤
独

死
保
険
は
、
孤
独
死
、

自
殺
、
犯
罪
死
な
ど

の
死
亡
事
故
に
よ
っ

て
被
る
損
失
を
補
償

す
る
も
の
で
、
家
主

向
け
（
物
件
オ
ー
ナ

ー
・
管
理
会
社
型
）

と
入
居
者
向
け(

家
財
保
険
特
約
型)

が
あ
り
ま
す
。

　

家
主
向
け
は
原
状
回
復
費
用
、
遺

品
整
理
費
、
家
賃
損
失
な
ど
、
家
主

や
管
理
会
社
が
入
居
者
が
亡
く
な
っ

た
際
に
被
る
損
失
を
補
償
し
、
保
険

料
は
家
主
が
負
担
し
ま
す
。
入
居
者

向
け
は
原
状
回
復
費
用
や
遺
品
整
理

費
を
補
償
す
る
も

の
で
、
入
居
者
が

保
険
料
を
負
担
。

　

孤
独
死
保
険
の

お
お
よ
そ
の
内
容

は
こ
ん
な
感
じ
で

す
が
、
補
償
内

容
・
サ
ー
ビ
ス
に

よ
っ
て
料
金
体
系

は
異
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、

損
失
の
補
償
に
加

え
、
見
守
り
サ
ー

ビ
ス
を
セ
ッ
ト
に
し
た
も
の
や
少
額

短
期
保
険
な
ど
が
、
経
営
上
の
リ
ス

ク
に
備
え
、
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま

す
。

　

Ａ
Ｉ(

人
工
知
能)

の
進
化
が
止

ま
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。
チ
ャ

ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

と
繋
が
る
こ
と
で
、
幅
広
い
業
務

の
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

賃
貸
住
宅
へ
の
応
用
・
実
用
化

に
お
い
て
も
、
連
日
、
新
製
品
や

新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
商
品
化
が

報
道
さ
れ
て
い
る
通
り
、
物
件
価

値
の
向
上
や
管
理
業
務
の
効
率
化
、

コ
ス
ト
削
減
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
Ａ
Ｉ
活
用
の
一
層
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
予
測
さ
れ
ま
す

が
、
で
き
る
こ
と
か
ら
足
下
を
固

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
梅
雨
の
季
節
を
迎

え
、
建
物
に
負
担
が
か
か
る
長
雨

が
梅
雨
明
け
ま
で

続
き
ま
す
。
梅
雨

時
か
ら
夏
場
に
か

け
て
は
、
気
を
抜

く
と
建
物
を
傷
め

る
だ
け
に
、
油
断
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

梅
雨
の
鬱
陶
し
さ
に
加
え
て
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
発
生
が
予
測
さ
れ

ま
す
の
で
、
梅
雨
の
対
策
は
局
地

的
大
雨
の
備
え
に
も
な
り
ま
す
。

　

雨
ど
い
、
外
壁
、
屋
上
、
屋
根

な
ど
の
外
回
り
の
設
備
は
念
入
り

に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

中
東
の
紛
争
が
影
響
し
て
一
部

で
、
建
設
資
材
の
手
当
て
に
支
障

を
き
た
し
て
い
ま
す
。
建
物
の
補

修
、
修
復
工
事
等
で
お
困
り
で
し

た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

総
務
省
統
計
局
が
発
表
し
た
、
２

０
２
６
年
４
月
１
日
現
在
に
お
け
る

15
歳
未
満
の
こ
ど
も
の
推
計
数
は
、

前
年
に
比
べ
35
万
人
少
な
い
１
３
２

９
万
人
で
、
１
９
８
２
年
か
ら
45
年

連
続
の
減
少
と
な
り
、
過
去
最
少
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
人
口
に
占
め
る
こ
ど
も

の
割
合
は
、
１
９
７
５
年
か
ら
52
年

連
続
し
て
低
下
し
て
、
２
０
２
６
年

は
前
年
比
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
低
下
の

10
・
８
％
で
過
去
最
低
と
な
り
ま
し

た
。

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ(

株)

は
、

同
社
の
賃
貸
住
宅
コ
ン
セ
プ
ト
「
Ｌ

ａ
ｃ
ｉ
ｎ
ｅ(

ラ
シ
ー
ネ)

」
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー
ド
は
、

「
く
ら
し
、
と
き
め
く
」—

「
と
き

め
く
」
毎
日
が
、
続
い
て
ゆ
く
。

　

住
ま
い
に
お
け
る
様
々
な
ス
ト
レ

ス
を
解
消
し
、
暮
ら
し
に
付
加
価
値

を
創
出
す
る
設
備
・
動
線
を
採
用
す

る
こ
と
で
、
暮
ら
し
の
価
値
を
高
め
、

「
住
み
た
い
」
「
住
み
続
け
た
い
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
賃
貸
住
宅
を
提

供
す
る
、
と
し
て
い
ま
す
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
・
防
犯
関
連
情
報
メ

デ
ィ
ア
「
マ
イ
リ
フ
ォ
」
を
運
営
す

る(

株)

Ｒ
ｕ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ 

Ｆ
ｌ
ｏ
ｕ
は
、

全
国
の
賃
貸
物
件
で
一
人
暮
ら
し
を

し
て
い
る
女
性
１
９
３
名
を
対
象
に

実
施
し
た
、
「
一
人
暮
ら
し
女
性
の

防
犯
意
識
・
実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
94
・
８
％
の
女

性
が
「
一
人
暮
ら
し
で
防
犯
に
不
安

を
感
じ
る
」
と
回
答
し
た
一
方
で
、

55
・
５
％
が
「
賃
貸
ゆ
え
に
防
犯
対

策
を
諦
め
た
経
験
が
あ
る
」
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
る
「
ベ

ラ
ン
ダ
に
男
物
の
下
着
を
干
す
」
防

犯
対
策
は
、
79
・
８
％
が
「
現
代
で

は
逆
効
果
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
」

こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
回
答
。
時

代
に
そ
ぐ
わ
な
い
防
犯
知
識
が
依
然

と
し
て
残
っ
て
い
る
実
態
も
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。

　

不
動
産
業
界
特
化
の
Ｄ
Ｘ
支
援
サ

ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
、(

株)

い
え
ら

ぶ
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
は
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ

ー
に
対
し
て
実
施
し
た
、
「
繁
忙
期

の
部
屋
探
し
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
有

効
回
答
７
０
６
件
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
部
屋
探
し
を
始

め
た
理
由
は
、
「
契
約
更
新
・
家
賃

改
定｣

が
最
多
で
、
次
い
で
「
転
職｣

「
転
勤
」
。
部
屋
探
し
で
重
視
し
た

条
件
で
は
、
「
家
賃｣

が
最
多
で
、

全
体
の
８
割
を
占
め
、｢

立
地｣

や
通

勤
・
通
学
の
生
活
利
便
性
を
重
視
す

る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
部
屋
を
決
め
る
ま
で
の
内

見
件
数
は
「
２
〜
３
件
」
が
最
多
で
、

続
い
て
「
４
〜
５
件
」｢

６
件
以
上
」 

と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
入
居
促
進
の
リ
ス
ク
回
避
を
図
る
た
め

｢

孤
独
死
保
険｣

の
運
用
に
関
心
集
ま
る

ＡＩの一層のスピードアップを予測
できることから足下を固めます

( ※ ) 本紙に掲載しています写真はイメージです。記事と直接関係はありません。

孤
独
死
に
よ
る
損
失
に
備
え
る

家
主
向
け
と
入
居
者
向
け

　

人
口
減
少
か
ら
こ
ど
も
の
割
合
は
過
去
最
低
と
な
り
ま
し
た
。
賃
貸
住
宅
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
設
備
の
高
度
化
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
見
直
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。
体
感
治
安
の
悪
化
と
と
も
に
防
犯
意
識
は
高
ま
る
一
方
で
す
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ

賃
貸
住
宅
コ
ン
セ
プ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

住
ま
い
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
を
解
消

総
務
省

こ
ど
も
の
数
は
１
３
２
９
万
人

45
年
連
続
の
減
少
で
過
去
最
少

｢

一
人
暮
ら
し
女
性
の
防
犯
意
識
・

実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査｣

大
半
の
女
性
が
不
安
を
感
じ
る

｢

繁
忙
期
の
部
屋
探
し
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

内
見
件
数
は「
２
〜
３
件
」が
最
多

一
人
暮
ら
し
女
性
の
95
％
が
防
犯
に
不
安

部
屋
探
し
で
重
視
す
る
条
件
の
最
多
は
、や
は
り｢

家
賃｣


